
課題研究 （科学的思考力や探究力等を育む） 国際性の育成（英語教育・国際交流） 本物体験（興味・関心・発見） 教科教育（知の土台）
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学科

SSH事業を支え，推進する仕組み②

【全校体制】校長統括の下，SSH主任，理

数科長，探究部長を中心に推進。全員が研

究推進班・企画運営班・総務普及班に所属

・指導力向上のための研修会の実施

【研究サポート体制】本校卒業生･研究者・

学生等を主とするコンソーシアム設置

SSH事業を支え，推進する仕組み③

･学校ＨＰ公開「Tachikawa SSH News」

･｢課題研究要綱集｣｢研究集録集｣の発行

･｢SS課題研究｣｢理数探究］通年授業公開

･教員･教育関係者対象｢課題研究情報交換会」

･小中学生対象「科学教室等」市教委と連携

･他校参加型｢課題研究発表会｣ →拠点校化へ

創造理数科 普通科 創造理数科 普通科 創造理数科・普通科 創造理数科・普通科

立高から世界へ～解なき時代にたくましく挑み続ける国際性豊かな科学技術人材の育成～ 東京都立立川高等学校
創造理数科・普通科

ＳＳＨⅡ期目

(Ｒ５～Ｒ９)

研究開発課題①：課題研究を中心とし，国際性の育成･本物体験･教科教育を融合させた全校体制（創造理数科＋普通科）の科学技術人材育成プログラムの開発

研究開発課題②：ＳＳＨⅡ期目事業の成果に関する評価方法の開発・結果活用及び新たな推進体制・支援体制の構築

研究分野・研究倫理・社会の課題の理解

問いを中心とした
授業展開

指導の重点
・学ぶ意義の理解

・問いを中心とした

授業展開

・主体的な学び

・対話的な学び

・探究的な学び

・Outputを主とする

学び

身に付けさせたい力

・課題設定力

・情報収集力

・考察力・実践力

・表現力・記述力

・デジタル活用能力

・思考・判断を支える

基礎学力

目指す生徒
の姿

文系･理系によらず、教科等で学んだ知識や技能、課題研究を通して身に付けた科学的思考力や探究力等を
活用し，将来の科学技術情報社会で主体的･協働的に､粘り強く探究し続けることができる国際性豊かな生徒
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入門的企画
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸや施設見学，
講演会やﾜｰｸｼｮｯﾌ

研究や専門性を
深める企画

外部人材による指導・講義，
研究に特化した講義・講演

全員必修 希望制選択

高校入学

高校卒業

育成する力と取組内容との関係ｲﾒｰｼﾞ

全校体制推進･研究サポート体制構築

SSH事業を支え，
推進する仕組み①

SSH事業内容及び実績･成果の普及

相互に関連し
ながら向上

台湾・タイの高校生との交流（予定）

米国研修旅行（予定）

大学博士課程の留学生との交流

大会･学会（日本語･英語）大会･学会（日本語･英語） 留学生企画

理数探究基礎
(1単位)

SS課題研究
Ⅰ

(1単位)

外部発表 外部発表科
学
系
部
活
動

理数探究
(２単位)

外部発表外部発表

SSｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
(1単位)

SSｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
(1単位)

海外研修

留学生企画

SSｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
(1単位)

SS課題研究
Ⅱ

(1単位)

SS課題研究
Ⅲ

(1単位)

国際交流

理数探究
(２単位)

国際交流

＜Ｒ５年度増設＞
第二化学室，第二生物室

理数講義室
→更なる探究活動の充実へ

評価方法の
開発・改善

生徒による評価：生徒が達成度を客観的に認知し，自己の研究の改善につなげる評価

教員による評価：SSH諸活動を含む学校生活全般における生徒の変容を見取る評価

外部による評価：SSH運営指導委員，研究発表会助言者（大学教授･研究者･ＴＡ等）による客観的評価

実績に基づく評価：大会・学会発表，科学オリンピック出場及び入賞，大学進学実績等による客観的評価

評価結果の
活用・反映

コンピテンシー評価

課題研究 国際性
の育成

教科教育 本物体験


